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反転授業の授業外学習を支援する学習環境の設計と効果 
～情報基礎科目における Moodle 活用～ 
 





















そこで筆者は、2016 年度に Word のスキル習得学習に反転授業を導入し授業改善を行っ





















 Moodle の概要と、Moodle を使用した学習環境の設計について述べる。 
  
2-1 Moodle の概略 
 Moodle は無料で利用することができるオープンソースの学習管理システムである。1999
年にオーストラリアの Martin Dougiamas 氏らによって開発が開始され、現在はフリー・ソ
フト・プロジェクトとして世界中のプログラマおよびユーザ・コミュニティーで開発保守















B) リソース  
 Moodle では学習者が閲覧したり読み込んだりする教材をリソースと呼ぶ。教師はコース






D) フィードバック  
 フィードバック機能では、多肢選択回答、数値回答、記述回答等の様々なアンケートを
作成することができる。  
E) フォーラム  
 情報交換や議論を行う掲示板をフォーラムと呼ぶ。教師から学習者への連絡、学習者間
のディスカッションや情報共有を行うことができる。  









































の 5 項目を設け、受講者が自身の学習活動の振り返りが行えるようにした。  





















2 章で設計した学習環境を使用し、本学の情報基礎科目の 1 つである「コンピュータ・
リテラシーⅠ」（前期、1 単位）で反転授業を行った。「コンピュータ・リテラシーⅠ」は
全学 1 年次の必修科目として複数コマ開講されている。そのうち、筆者が担当する法学部
3 クラス、経済経営学部 2 クラス、メディア情報学部 2 クラス、現代文化学部 3 クラスの
計 10 クラス 331 名が対象である。 
 







の実技試験を行い、中間試験は 6 月上旬、期末試験は 7 月下旬にそれぞれ実施した。 
 
表 1 4 学部の「コンピュータ・リテラシーⅠ」の授業計画 
回 内  容  
第 1 回  授業計画及び成績評価説明、大学メールシステムとポタロウの利用説明   
第 2 回  情報倫理とセキュリティ、情報の検索と収集、コンピュータの基礎知識   
第 3 回  Word(1)（起動・終了、文字入力、文書の保存など）、メールのマナー   
第 4 回  Word(2)（書式設定、箇条書き、ページ設定など）   
第 5 回  Word(3)（表の挿入と編集など）   
第 6 回  Word(4)（ワードアートの挿入と編集など）   
第 7 回  Word(5)（図や図形の挿入と編集など）   
第 8 回  Word(6)（中間試験）  
第 9 回  Word(7)（アウトライン、目次、脚注、印刷など）   
第 10 回  Word(8)（練習問題）  
第 11 回  PowerPoint(1)（起動・終了、スライドの編集、印刷など）   
第 12 回  PowerPoint(2)（プレゼンテーションの実際、発表準備①）   
第 13 回  PowerPoint(3)（発表準備②）  
第 14 回  PowerPoint(4)（プレゼンテーション）   
第 15 回  春学期総括  
 
3-2 反転授業の展開  
15 回の授業のうち、Word の操作スキル習得を行う第 3 回から第 7 回、第 9 回、第 10 回
の計 7 回で反転授業を実施した。  
 事前学習では、受講者は次の流れで事前学習を行い、毎回の授業に参加する。  
① Moodle にアクセスし、事前学習の内容を確認する。  
② テキストと動画教材を使用して Word の操作を学習し、課題を作成する。  
駿河台大学教職論集 臨時増刊号（2017） 
 
- 31 - 
 
③ 理解度アンケートに回答する。 
④ 作成した課題を指定された提出先に提出する。  
事前学習では、6 節からなるテキストの内容を毎回 1 節ずつ学習し、各節の練習問題を
作成する課題を課した。1 節あたりの学習内容が多い場合は、受講者の負担を考慮し複数
回に分割した。課題の提出期限は次回授業開始時刻までとし、期限後の提出は 2017 年 7
月 31 日まで許可した。テキストの練習問題は新しい学習内容に加え、それまでの学習内容








 Moodle の効果を検証するため、次の 3 つの分析を行った。  
分析①：Moodle に対する受講者の評価  
分析②：Moodle による学習支援が受講者の学習意欲に与える影響  
分析③：Moodle を活用した反転授業が受講者のスキル習得に与える影響   
なお、検証には本研究への協力に同意した受講者のデータのみを使用した。  
 
4-1 分析①：Moodle に対する受講者の評価  
 本稿で設計した Moodle の学習環境に対する受講者の評価を調査するため、第 14 回の授
業（2017 年 7 月 17 日～21 日）でアンケート調査を実施し、267 名から回答を得た。アン
ケートは以下の 2 項目を設定し Google フォームを利用して実施した。 
  設問 1：あなたが評価する Moodle の機能を 3 つまで選択してください。  
  設問 2：Moodle を利用した感想や要望を記入してください。（自由記述）  















 次に、受講者の Moodle に対する感想を分析するため、設問 2 の回答を、記述内容をも
とに肯定群、否定群、その他の 3 群に分け、それぞれの回答数を集計した。その結果を表
2 に示す。なお、アンケート回答数のうち設問 2 の有効回答数は 240 である。  
 
表 2 各群の回答数と構成比 
 回答数  構成比  
肯定群  213 88.8% 
否定群  24 10.0% 
その他  3 1.3% 
 
その結果、88.8%の受講者が Moodle に対し肯定的な感想を持っていることが明らかにな
った。肯定群の回答に最も出現した単語は「便利」であり、肯定群 213 のうち 66（31.0%）
で使用されていた。「課題提出の状況が把握できるのは便利」「欠席したときにすごく便利」
「学校外からでも閲覧できるところが便利」などの回答が見られた。否定群の回答に最も







4-2 分析②：Moodle による学習支援が受講者の学習意欲に与える影響  
 Moodle による学習支援が、受講者の事前学習に対する学習意欲に与える影響を解明する
ため、事前学習課題の提出率を集計し、2016 年度の提出率と比較した。なお、2016 年度の
事前学習は全 6 回であり、両年度の第 6 回までの事前学習の学習内容や提出課題は同じで
ある。結果を図 5 に示す。  
 


























その結果、2016 年度の提出率は第 4 回を境に低下し、第 1 回と第 6 回では 17.8%の差が
生じたのに対し、2017 年度の提出率は第 4 回以降も低下せず、第 1 回と第 6 回の差は 2.2%
であることが明らかになった。第 7 回の提出率の低下は、第 7 回の学習内容が期末試験の
出題範囲外であることを事前学習前に告知したことが原因と思われる。このことから、事
前学習に取り組む動機が「試験でよい点数を取る為」「単位を修得するため」である受講者
が多いと推察されるが、第 1 回から第 6 回の学習内容が期末試験の出題範囲であることは
2016 年度、2017 年度ともに共通であり、同条件下おける提出率の差は、Moodle で提供し
た学習者支援機能の効果といえるだろう。  
 
4-3 分析③：Moodle を活用した反転授業が受講者のスキル習得に与える影響  
 Moodle を活用した反転授業が、受講者の Word の操作スキル習得に与える影響を検証す
るため、2016 年度と 2017 年度の期末試験得点の比較分析を行った。なお、期末試験は 105
点満点であり、両年度の期末試験の実施方法、難易度は同じである。  
両年度の期末試験の受験者数、平均、中央値、標準偏差、最大、最小を表 3 に示す。そ
の結果、2017 年度は 2016 年度と比べ、最小が 29 点から 48 点に上昇し、標準偏差が小さ
くなっていることが明らかになった。  
 
表 3 期末試験得点の年度比較 
  受験者数  平均  中央値  標準偏差  最大  最小  
2016 年度  242 96.1 101 11.9 105 29 
2017 年度  271 97.1 100 8.7 105 48 
 
次に、2016 年度と 2017 年度の期末試験得点の度数分布図を作成した。その結果を図 6





図 6 度数分布  
第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回
2017年度 82.0% 81.6% 83.1% 87.1% 82.7% 79.8% 56.3%










































0-9 10-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90-99
100-
105
2016年度 0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 0.8% 1.7% 2.5% 1.2% 8.7% 26.9% 57.9%








- 35 - 
 
3) 宮地（2009、58 ページ）。吉田は学習支援機能の具体例を次のように挙げている。 




学習教材提供機能  教材コンテンツ提供、マルチ情報や音声情報提供  









 宮地功編『e ラーニングからブレンディッドラーニングへ』共立出版、2009 
 文部科学省「高等学校学習指導要領解説 総則編」（http://www.mext.go.jp/component/a
_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2010/12/28/1282000_01.pdf）、2009、最
終参照日 2017 年 8 月 25 日 
